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●
年
末
年
始
の
ご
み
の
直
接
搬
入

　

年
末
年
始
は
大
量
の
ご
み
が
搬
入
さ

れ
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
内
や
周
辺
道

路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
直
接
搬
入
日
を

次
の
と
お
り
に
し
ま
す
。
搬
入
の
際
は
、

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
最
終
搬
入
日　
12
月
２５
日（
水
）

▼
年
始
開
始
日　
１
月
８
日（
水
） 

※
12
月
２６
日（
木
）～
１
月
７
日（
火
）は
ご

み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
搬
入
時
間　
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
45

分
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時
15
分

▼
処
理
手
数
料　
家
庭
ご
み
は
10
㌔
㌘
に

つ
き
６０
円
、
事
業
ご
み
は
10
㌔
㌘ 

に
つ

き
１
７
０
円

■
ご
み
の
搬
入
は
事
前
に
分
別
を

　

年
末
に
な
る
と
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬
入
が
集
中
し
、
順
番

を
待
つ
車
両
で
長
い
渋
滞
が
発
生
し
、
２

時
間
以
上
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を
搬
入
す
る

場
合
に
は
、
ご
み
の
種
類
ご
と
に
袋
に
入

れ
る
な
ど
、
事
前
に
分
別
し
て
か
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
場
内
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
サ
ン

ダ
ル
で
の
来
場
は
危
険
で
す
。
そ
の
他
、

搬
入
の
際
に
は
係
員
の
指
示
・
誘
導
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
量
の
ご
み
を
搬
入
す
る
場
合
は
、
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
業
者
ご
と
に
料
金
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
⇨
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
（

７
８
１

―９
１
４
１
・

７
８
１
―９
１
６
６
）

上
・
下
水
道

　
12
月
28
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）の
休

み
期
間
中
に
、
水
道
の
漏
水
や
公
共
下
水

道
が
詰
ま
っ
た
場
合
な
ど
の
修
理
は
、
市

管
工
事
業
協
同
組
合
漏
水
対
策
室
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

　
⇨
上
尾
市
管
工
事
業
協
同
組
合
漏
水
対

策
室（

７
７
１
―９
３
０
０
・

７
７
１

―７
８
７
８
）

し
尿
く
み
取
り

　
12
月
28
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）は
、

し
尿
の
く
み
取
り
は
休
み
で
す
。
年
末
の

市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所

　
市
役
所
と
平
方
・
原
市
・
大
石
・
上
平
・

大
谷
の
各
支
所
、
上
尾
駅
・
尾
山
台
出
張

所
は
12
月
28
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）は

休
み
で
す
。

●
婚
姻
・
離
婚
・
出
生
・
死
亡
届
な
ど

　
年
末
年
始
の
休
み
期
間
中
は
、
市
役
所

北
口
玄
関
内
の﹁
休
日
夜
間
受
付
﹂で
受
け

付
け
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
受
け
付
け
た

戸
籍
届
な
ど
の
確
認
業
務
は
１
月
６
日

（
月
）か
ら
市
民
課
で
行
い
ま
す
。

　
⇨
市
役
所（

７
７
５
―５
１
１
１
・

７
７
５
―９
８
１
９
）

図
書
館
・
各
分
館

　
12
月
28
日（
土
）～
１
月
４
日（
土
）は
、

全
館
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
の
図
書
の
返

却
は
、
図
書
館
本
館
・
各
分
館
・
公
民
館
図

書
室
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
西
口
・
Ｊ
Ｒ
北
上
尾
駅
・

上
平
公
民
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、
年
末

年
始
の
休
館
期
間
中
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
⇨
図
書
館（

７
７
３
―８
５
２
１
・

７
７
６
―７
３
３
０
）

ご
み
収
集
・
直
接
搬
入

●
年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
ご
み
・
資
源
物
は
正
し
く
分
別

し
、
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
ご
み
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
は
、
ご
み
の
量
の
増
加
や
交

通
渋
滞
の
た
め
、
収
集
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

年末年始の
市の業務と
休館日

平成２５～２６年

年末年始のごみ収集日程

収集区域 Ａ・Ｂ Ｃ・Ｄ

年末最終日
（可燃物特別収集） 12月30日（月） 12月31日（火）

年始開始日 １月₆日（月） １月₇日（火）

ごみ収集なし 12月31日（火）
～₁月₅日（日）

１月１日（祝）
～１月₆日（月）

※詳しくは﹃上尾市ごみ収集カレンダー﹄を確認してください。

【おわびと訂正】﹃広報あげお﹄１１月号₉ページ﹁児童扶養手当・特別児童扶養手当などの改定﹂の記事の中で、改定月の表記がありませんでし
たが、平成２５年１０月から改定になります。お詫びして訂正します。

年末年始はごみの搬入が集中します
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　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　短い秋が終わり、本格的な冬が駆け足でやってき
ましたが、いかがお過ごしでしょうか。
　今年のプロ野球日本シリーズは、東北楽天ゴール
デンイーグルスが読売巨人軍を激戦の末に破って日
本一に輝き、東日本大震災の被災地に大きな感動と
勇気を贈りました。自身も開幕24連勝という大記録
を打ち立て、日本シリーズ最後の打者を空振り三振
で締めくくった田中将大投手の﹁ありがとう！﹂とい
う言葉は、純粋で美しく、巨人ファンである私の心
にも強く響いています。きっと日本中の野球ファン
がチームの垣根を越え、田中投手はもちろん、東北
楽天の偉業に賛辞を送ったことと思います。
　今年一年の日本を振り返ってみると、東北楽天の
活躍をはじめ、ＮＨＫ大河ドラマ﹃八重の桜﹄やＮＨ
Ｋ連続テレビ小説﹃あまちゃん﹄の放送により、あら
ためて東北地方に注目が集まりました。また富士山

の世界文化遺産登録や東京五輪の開催決定など、世
界の中の日本がアピールされた華やかな年でした
が、一方で、猛暑や竜巻、台風などの自然災害が多
く発生し、災害に対して大きく警鐘が鳴らされた一
年でもあります。市制施行55周年を迎えた我がまち

“上尾”に目を向けてみると、伊奈町との消防指令業
務共同運用開始や健康づくりの拠点となる東保健セ
ンターの開所、そして心強いパートナーとなる福島
県本宮市との友好都市協定締結など、さらなる飛躍
を遂げた年になったと強く感じています。
　さまざまな出来事とともに駆け抜けた平成25年も
あと一月。今月12日の﹁漢字の日﹂には、年の瀬の風
物詩となった、日本漢字能力検定協会の﹁今年の漢
字﹂が発表されます。昨年の漢字は、ロンドン五輪
での過去最多となる38個のメダル獲得などにより
﹁金﹂でしたが、ことしはどのような漢字が選ばれる
のでしょうか。予想では、テレビドラマでのせり
ふが流行した﹁倍﹂、富士山世界文化遺産登録での
﹁富﹂、東京五輪の﹁輪﹂などがあるようです。上尾市
にとっての﹁今年の漢字﹂を考えてみると、私は、市
制施行55周年を迎え、多くの人とともにその歩みを
振り返った﹁歩﹂だと思います。
　来年の干

え

支
と

は午
うま

年。今年築いた﹁歩﹂を加速させ、
さらに発展する﹁走﹂の年となることを新年の誓い
に、今年最後のキラリ通心を締めくくります。少し
早いですが、どうか良い年をお迎えください。

﹁歩﹂から﹁走﹂へ
市長　島 村　　穰　

問
い
合
わ
せ
は
、
12
月
27
日（
金
）ま
で
に

生
活
環
境
課（
市
役
所
４
階
）へ
お
願
い
し

ま
す
。

　

⇨
生
活
環
境
課（

７
７
５
―６
９
４

０
・

７
７
５
―９
９
２
７
）

そ
の
他
の
主
な
施
設
の
休
館
日

●
12
月
28
日（
土
）～
１
月
４
日（
土
）

　
上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
イ

コ
ス
上
尾
、
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、
自

然
学
習
館
、
上
尾
・
平
方
・
原
市
・
大

石
・
上
平
・
大
谷
公
民
館

●
12
月
28
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）

　
こ
と
ぶ
き
荘
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
12
月
29
日（
日
）～
１
月
３
日（
金
）

　

瓦
葺
ふ
れ
あ
い
広
場
、
児
童
館
ア
ッ

ピ
ー
ラ
ン
ド
、
児
童
館
こ
ど
も
の
城

●
12
月
31
日（
火
）～
１
月
２
日（
木
）

　
健
康
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

※
12
月
29
日（
日
）・
30
日（
月
）、
１
月
３

日（
金
）～
５
日（
日
）は
午
後
５
時
に
閉
館

し
ま
す
。

●
12
月
31
日（
火
）～
１
月
２
日（
木
）

　
上
尾
市
民
体
育
館
、
上
平
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
平
塚
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
平

塚
サ
ッ
カ
ー
場
、
平
方
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

平
方
野
球
場

●
１
月
１
日（
祝
）～
３
日（
金
）

　
上
尾
伊
奈
斎
場
つ
つ
じ
苑

※
12
月
31
日（
火
）は
告
別
式
だ
け
、
１
月

４
日（
土
）は
上
尾
市
・
伊
奈
町
に
在
住
の

人
を
優
先
し
ま
す
。

北
海
道
幕
別
町
と
「災
害
時
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

市
民
安
全
課　

７
７
５
―５
１
４
０

　

７
７
５
―９
９
２
７

　

11
月
11
日
、
北
海
道
幕
別
町
と
「災
害

時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し

ま
し
た
。
本
市
の
災
害
時
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
の
締
結
は
、
長
野
県
上
田
市
、

群
馬
県
片
品
村
、
同
県
藤
岡
市
、
福
島
県

本
宮
市
、
東
京
都
練
馬
区
に
次
ぐ
６
団
体

目
に
な
り
ま
す
。

　

幕
別
町
と
は
忠
類
村（
平
成
18
年
に
幕

別
町
と
合
併
）時
代
の
昭
和
50
年
か
ら
子

ど
も
会
の
交
流
が
あ
り
、
夏
休
み
に
隔
年

で
小
学
生
を
派
遣
し
親
交
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　
幕
別
町
と
本
市
と
は
直
線
距
離
で
約
８

３
０
㌔
㍍
あ
り
、
大
規
模
災
害
に
同
時
に

被
災
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
地
理
的
特
性
を
活

か
し
た
効
果
的
な
応
援
協
力
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

幕別町の岡田町長（右）と島村市長
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　平成23～27年度を計画期間と
する﹁第₇次上尾市行政改革大
綱・行政改革実施計画﹂に基づ
き、行政改革に取り組んでいま
す。
　取り組みの₂年目である平成
24年度末では42項目のうち₃項
目を達成し、残る項目も97㌫が
順調に進んでいます。
　サービス向上や経費の効率化
に向けた取り組み・効果を金額
に換算すると約38億₉千万円に
なりました。
　今後も取り組みを継続して行
政改革を推進していきます。

平成２４年度は約３９億円の効果　～上尾市の行政改革の取り組み～

取り組みの成果 平成２４年度の取り組み例

⇨総合政策課（ 775－3963 ・ 776－8873）

行政改革項目 取 り 組 み 内 容 取り組み・
効果額（円）

指定管理
（わくわくランド）

【達成】サービス向上のため指定管理者を公募によ
り選定。併せて利用料金制度を導入 １，１３２万８千

指定管理
（市民体育館）

【達成】平成25年₄月１日にサービス向上のため、
耐震補強と大規模改修工事後の開館に合わせて指
定管理者制度を導入

―

学校事務 【達成】退職不補充により全ての施設で臨時職員化
を実施 ６，６５４万１千

市職員の定員適正化 行政改革開始時点から14人削減し、1,428人にした 1億２，２９４万8千

第三セクター
（地域振興公社）

平成25年₄月１日に公益法人に移行し、事務の効
率化に向けた職員体制の見直しを実施 762万8千

市債管理 借り入れ利率の入札による決定や、国の繰り上げ
償還制度の活用 5億６，７３２万8千

税の滞納整理 口座振替、コンビニ納付、電話催告などによる納
税率の向上 2億４，０６３万4千

歳入確保 市有財産を活用した有料広告の実施。自動販売機
の貸付契約への移行 １，７９１万4千

土地開発公社 経営健全化計画を策定・公表し、買い戻しを実施 １１億５，０７２万2千

▶職種・採用予定人数　下表のとおり

▶試験内容　公務員として必要な知識につい
て、活字印刷文による教養試験・作文試験と専
門試験（土木・機械・電気）・性格適性検査
▶第一次試験日　平成26年１月26日（日）
※試験時間と会場は ､ 申し込み時にお知らせし
ます。なお二次試験は、第一次試験合格者を対
象に実施します。
▶申し込み　申込書に証明書用写真（縦₄×横
₃㌢）₂枚を貼り付けて、平成26年１月₉日（木）
～１４日（火）の午前₉時～午後₄時（土・日曜日、
祝日を除く）に申し込んでください。
※受験資格（採用職種により条件が異なる）、受付場所など
詳しくは、市ホームページまたは受験案内をご覧ください。
※申込書（受験案内）は職員課（市役所₄階）、各支所・出張
所、図書館本館にあります（市ホームページからダウンロードも可）。

⇨職員課（ ７７５－５１１２ ・ ７７５－９８１９）

平成26年₄月 採用予定市職員を募集

職　種 採用予定人数
一般事務（身体障害者対象） 若干名

土　　　　　木 ₂人
機　　　　　械 １人
電　　　　　気 １人
看　　護　　師 １人

上
尾
市
と
聖
学
院
大
学
と
の

連
携
に
関
す
る
包
括
協
定
の
締
結

総
合
政
策
課　

７
７
５
―３
９
６
３

　

７
７
６
―８
８
７
３

　
９
月
27
日
、
上
尾
市
と
聖
学
院
大
学
は

地
域
課
題
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
た

め
、
包
括
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
信
頼
関
係

と
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
連
携
実
績
を

基
盤
に
し
な
が
ら
お
互
い
の
持
つ
特
色
を

活
用
し
、
よ
り
一
層
の
情
報
共
有
を
進

め
、
連
携
の
継
続
・
発
展
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
今
後
は
新
た
な
連
携
の
取
り
組
み
な
ど

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

●
協
定
の
重
点
項
目

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
経
済
・
産
業
・

地
域
活
動
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

②
健
康
・
福
祉
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

③
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

④
学
術
研
究
お
よ
び
教
育
に
関
す
る
こ
と

⑤
災
害
対
策
に
関
す
る
こ
と

聖学院大学の阿久戸学長（左）と
島村市長
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　歳入の決算額は601億2,110万円となり、前年度に
比べて17億580万円の増加（2.9㌫増）、歳出の決算額
は581億3,271万円で、前年度に比べて15億1,255万
円増加（2.7㌫増）しました。それぞれの内訳は、図１

のとおりです。
　平成24年度の主な事業は下記のとおりです。ま
た、支出額の市民１人当たりの換算額は25万5,000
円になります。（₈ページ図₂参照）。

財政事情を公表します
⇨財政課（ 775－4247 ・ 776－8873）

　毎年₆月と１２月に財政事情を公表しています。これは市民の皆さんが納めた貴
重な税金や国・県からの支出金などがどのように使われているかをお知らせし、
市政について理解を深めていただくためのものです。今回は、平成２４年度決算と
平成２５年度上半期の収支状況をお知らせします。

平 成 ２４ 年 度 決 算

 民生費 
▪こども医療費を引き続き中学生まで無料化
▪民間保育所の新規開設を助成（₂園増設）

 総務・議会費 
▪鴨川学童保育所の小学校内移転整備を実施
▪�東日本大震災を踏まえ地域防災計画の策定や

防災ラジオ配布、防災備蓄の強化などを実施
▪�岩手県陸前高田市と福島県本宮市へ継続的な

支援を実施
 土木費 

▪上尾中山道東側地区市街地再開発事業を補助
 教育費 

▪中学校全校の普通教室にエアコンを整備
▪�市民体育館の耐震補強・大規模改造工事の実

施と指定管理者制度の導入

平成２４年度の主な事業
 衛生費 

▪各種がん検診の対象者全員へ個別通知を実施
▪東保健センターを建設整備

 消防費 
▪高齢者世帯などへ緊急医療情報キットを配布
▪伊奈町と共同運用する消防指令センターを開設

 その他 
　▪離職を余儀なくされた労働者の緊急雇用を実施

【図₁】平成２４年度一般会計決算の状況

ア
ッ
ピ
ー

歳　入
601億2,110万円

歳　出
581億3,271万円

国庫支出金
90億553万円
（15.0％）

市債
66億1,170万円
（11.0％）

その他
78億4,430万円
（13.0％）

民生費
214億6,275万円
（36.9％）

市税
299億9,159万円
（49.9％）

土木費
70億5,608万円
（12.1％）

教育費
61億608万円
（10.5％）

衛生費
53億4,117万円
（9.2％）

消防費
23億5,707万円
（4.1％）

商工農業費
5億8,899万円
（1.0％）

総務・議会費
86億3,796万円
（14.9％）

公債費
65億8,261万円
（11.3％）

県支出金
34億9,663万円
（5.8％）

地方交付税
31億7,135万円
（5.3％）

東保健センター 上尾市・伊奈町消防指令センター

１．一般会計



8

ア
ッ
ピ
ー

【図₂】支出額の市民１人当たりの換算額（平成２５年₄月１日現在の人口22万7, ５２６人で計算）
民生費 総務・議会費 土木費 公債費

　保育所の運営、高齢者や
障害のある人へのサービス
の提供などの費用

　選挙、戸籍、徴税、庁舎
管理や議会運営などの費用

　道路、河川、公園の整備・
管理、都市整備などの費用

　借り入れたお金の返済な
どの費用

教育費 衛生費 消防費 商工農業費
　学校、図書館、公民館な
どの管理運営、文化・ス
ポーツ振興の費用

　ごみ・し尿の処理、環境
対策、健康推進などの費用

　消防施設の整備や救急活
動、災害対策などの費用

　商工業や農業の推進など
の費用

１人当たりの
支出額

2５万５,000円

　特別会計は、国民健康保険や下水道事業など特定
の事業を実施する場合、一般会計と区分して事業ご
との収支を明確にするための会計です。公営企業会

計は地方公営企業法の適用を受け、利用者の料金な
どにより公共の利益を目的に経営する事業の会計で
す。市では水道事業が該当します。

給水戸数／₉万５８２戸
給水人口／22万6, ８８５人
　　　　　（普及率99.7％）
※収益的収支とは、水道
水を各家庭に供給するな
ど、営業面の収支です。
※資本的収支とは、排水
管の布設や施設の建設・改
良事業面の収支です。

２．特別会計・公営企業会計

平成２４年度の
市の決算を

家計に例えると…

ア
ッ
ピ
ー

銀
　行

ア
ッ
ピ
ー

給料
（市税・交付税など）

18万円

食費
（人件費）
5万8,000円

ローン返済
（公債費）
3万3,000円

諸手当
（国庫支出金など）
6万2,000円

医療費・
保育料
（扶助費）
7万円

パート代
（分担金、負担金など）
2万4,000円

光熱水費・
通信費
（物件費）
4万4,000円

家電などの買い換え
（普通建設事業費）
4万1,000万円

子どもへの仕送り
（繰出金） 1万8,000円

その他雑費
（補助費など）2万7,000円

銀行からの借入
（市債） 3万3,000円

その他雑収入
（繰入金）1,000円

支出
29.1万円

収入
30万円

　市役所と一般家庭では
単純に比較できませんが、
平成２４年度の一般会計の
決算を、月３０万円の収入
がある家計に例えると、
収支の内訳は次のように
なります。

国民健康保険
２３０億５，８６２万円
２２７億６，９６６万円

収入

支出

介護保険
１１２億７３２万円

１０５億９，３８９万円

収入

支出

公共下水道事業
４９億８，７８０万円
４７億２，７４９万円

収入

支出

後期高齢者医療
１８億６，９５１万円
１８億６，６２８万円

収入

支出

工業住宅団地
開発事業

１８６万円
１８６万円

収入

支出

水道事業
（企業会計）

●収益的収支

●資本的収支

４３億６，５３２万円

３億８７３万円

３６億５，２８１万円

１５億６，９３３万円

収入

収入

支出

支出

９万４，０００円

２万７，０００円 ２万３，０００円

３万１，０００円

１万円

２万９，０００円

３，０００円

３万８，０００円

※翌月へ９，０００円繰り越し。
※﹁日本の統計２０１３﹂（総務省統計局刊行）
に基づく労働者の平均給与を参考。
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　﹁地方公共団体の財政の健全化に関する法律﹂で
は、市町村の財政破たん（会社でいう倒産）を未然に
防ぐため財政の健全度を示す﹁健全化判断比率﹂と公
営企業の経営状況の健全化を示す﹁資金不足比率﹂を

公表することを義務付けています。
　平成24年度の上尾市の指標は全て健全の基準内で
あり、上尾市の財政は健全であることが分かります。

　学校や道路、下水道などの公共施設を整備する
ために国や県、金融機関などから資金を借り入れ
ています。この市の借入金を市債といいます。
　平成２４年度末の市民１人当たりの市債残高は３７
万５，１８０円になります。

　保有している主な財産は次のとおりです。

３．市債の状況 ４．市有財産の状況

５．財政健全化指標

将来負担比率
将来的な財政負担がどれくらいか

資金不足比率
公営企業の資金不足がどれくらいか

実質公債費比率
借金などの財政負担がどれくらいか

連結実質赤字比率
全会計を合わせて赤字かどうか

実質赤字比率

健全化比率 上尾市

赤字では
ありません

赤字では
ありません

資金不足は
ありません

6.1％

0％ 11.6％ 20％

0％ 16.6％ 30％

0％ 25％ 35％

57.2％

一般会計が赤字かどうか

財政は健全です！
この状態を続けましょう

財政の早期健全化
イエローカードです！

財政の再生
財政危機です！

0％ 350％

上尾市

上尾市

0％ 20％上尾市

上尾市

上尾市

※上尾市は全会計とも赤字決算ではないため 「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資金不足比率」の比率は表示されません。

公共下水道事業
４６億７千万円

９億５千万円
１５億３千万円

平成２５年度上半期（₄月１日～₉月30日）の収支状況
一般会計
５７９億９千万円

２７６億７千万円 （収入率）　４７．７％

２３７億７千万円 （執行率）　４１．０％

国民健康保険
２３６億２千万円

９３億３千万円
１０９億１千万円

介護保険
１２０億６千万円 ４５億８千万円

後期高齢者医療
２０億６千万円

７億５千万円
６億７千万円

（収入率）　３９．５％

（収入率）　４２．０％

（収入率）　２０．３％

（収入率）　５２．２％

（収入率）　　０．４％（収入率）　３６．４％

（執行率）　４６．２％

（執行率）　３８．０％

（執行率）　３２．８％

（執行率）　３１．３％

（執行率）　２８．０％（執行率）　３２．５％

収入

収入

収入

収入

収入

支出

支出

支出

支出

支出

水道事業
（企業会計）

■収益的収入（４２億９千万円）・支出（３９億９千万円）

■資本的収入（１億６千万円）・支出（１５億７千万円）

２２億４千万円

６８万円

１２億５千万円

４億４千万円

収入

収入

支出

支出

行政財産（土地）
161万7,521㎡
行政財産（土地）
161万7,521㎡

普通財産（土地）
9万9,681㎡
普通財産（土地）
9万9,681㎡

行政財産（建物）
37万4,966㎡

普通財産（建物）
7,983㎡

土地
171万7,202㎡

建物
38万2,949㎡

※行政財産とは、庁舎、消防
施設など市が直接使用する財産
や学校、公民館、公園など、市
民が共同利用する施設をいいます。
※普通財産とは、貸し付けなどがで
きる特定の使用目的を持たない財産を
いいます。

平成23年度末  853億9,888万円

平成24年度末  853億6,312万円

一般会計

594億973万円

602億4,444万円

75億6,353万円

68億8,848万円

184億2,662万円

182億3,020万円

公共下水道事業 水道事業

５０億７千万円
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●
市
税
の
滞
納
整
理
強
化
期
間

　
上
尾
県
税
事
務
所
と
連
携
し
て
、
11
月

～
平
成
26
年
１
月
を﹁
滞
納
整
理
強
化
期

間
﹂と
定
め
、
徴
収
対
策
を
集
中
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

●
差
し
押
え
の
実
施

　
払
え
る
の
に
払
わ
な
い
悪
質
な
滞
納
者

に
対
す
る
徴
収
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
特
に
遊
興
費
、借
入
金
返
済
、住
宅・

自
動
車
ロ
ー
ン
返
済
や
貯
蓄
な
ど
を
優
先

し
て
い
る
人
に
対
し
て
は﹁
財
産
調
査
﹂や

﹁
財
産
の
差
し
押
え
﹂を
徹
底
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
不
動
産
の
公
売

　
不
動
産
を
差
し
押
え
た
後
、
滞
納
者
か

ら
自
主
的
な
納
付
が
行
わ
れ
な
い
場
合

は
、
や
む
を
得
ず
不
動
産
の
公
売
を
行
い

ま
す
。
そ
の
代
金
は
滞
納
に
な
っ
て
い
る

市
税
に
充
当
し
ま
す
。

●
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す

　
延
滞
金
は
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る

人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
課
さ
れ
る

も
の
で
、
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ

て
次
の
と
お
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

◆
12
月
ま
で
／
14
・
６
㌫（
納
期
限
の
翌

日
か
ら
１
カ
月
の
期
間
は
４・３
㌫
）

◆
平
成
26
年
１
月
か
ら（
見
込
み
）／
９
・

３
㌫（
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
の
期

間
は
３・０
㌫
）

●
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
﹁
便
利
で
確
実
﹂な
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
一
度
手
続
き

を
す
る
と
、
毎
年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
次

の
よ
う
な
長
所
が
あ
り
ま
す
。

◆
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

払
い
込
ま
れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
が
な
い

◆
納
期
の
度
に
金
融
機
関
な
ど
に
納
付
に

行
く
手
間
が
省
け
る

※
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
も
便
利
で
す

　
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
と
は
、
納
付
書
に
印
刷

さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
で
読
み
取

り
、
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
す
る

こ
と
で
納
付
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

夜
間
で
も
自
宅
に
居
な
が
ら
税
金
の
納
付

が
で
き
、
と
て
も
便
利
で
す
。
詳
し
い

利
用
方
法
は
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
モ
バ

イ
ル
レ
ジ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い（
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

http://
bc-pay.jp/pc/

、
携
帯
電
話
か
ら
は

https://bc-pay.jp/)

。

●
納
税
相
談
は
お
早
め
に

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
市
税
を
期
限
内

に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
放
置
せ
ず
に

必
ず
納
税
課（
市
役
所
２
階
）に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

滞納整理強化期間
11月～平成２６年１月

⇨納税課（ ７７５－５１９４ ・ ７７５－９８４６）

　税負担を公平にするため、滞納整理を強化しています。市税は私たちが
健康で文化的な生活を送るために重要な役割を担っています。福祉や教育
などさまざまな公共サービスを進める上でとても大切な財源です。市税の滞
納は、納期限内に納付している多くの市民の皆さんとの公平性を欠くことに
なりますので必ず納期限内に納付してください。

◆差し押え（預金・生命保険など）の実績

年度 件数 差し押え税額(円)
２４ ７８０ 8億52万5,477
２５ ３５６ 3億８,360万9,974

※平成25年度は10月末現在のものです。

◆滞納処分までの流れ（例）

ストップ！ 滞納

Ｑ　�納付しないままだと差し押えになります
か？

Ａ　�納期限を過ぎても納付されない場合は、
まず督促状を発送します。督促状を発
送した日から10日を経過した日までに完
納にならないときは、関係法令に従って
財産を差し押えます。市では電話や書
面での催告により納付や納税相談を呼
び掛けた上で、完納の見込みや納付意
思を考慮して差し押えを行っています。

Ｑ　�仕事が忙しく、相談に行く時間が作れ
ません。どうしたらよいですか？

Ａ　�納期限を過ぎても納付、相談がない場
合は、状況や納付意思を確認できません。
まずは早めに電話で相談してください。

滞納整理Ｑ＆Ａ

滞　納　発　生

公　　売

督 促 状 発 送

電　話　催　告

財 産 調 査
（例）勤務先／取引先／金融機関
　　　保険会社／自宅・事務所

催 告 書 発 送

差 し 押 え
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⇨西貝塚環境センター（ ７８１－９１４１・ ７８１－９１６６）

　平成25年₄月１日から、廃棄物を適正
に処理し、資源を有効に利用するため﹁使
用済小型電子機器等の再資源化の促進に
関する法律﹂（通称／小型家電リサイクル
法）が施行されました。
　小型家電のリサイクルにより、これま
で回収されず埋め立てられてきた希少金
属（レアメタル）を国内で有効活用するこ
とができ、また最終処分場の延命化など
さまざまな効果が期待できます。
　上尾市は、環境省の平成25年度﹁小型
家電リサイクル実証事業﹂の事業対象地
域に採択されました。
　平成26年１月から希少金属を多く含む
デジタルカメラやゲーム機など、小型家
電の回収事業を市内₉カ所の公共施設
（市役所、各支所・出張所、西貝塚環境
センター）に回収ボックスを設置し開始
します。小型家電のリサイクルにご協力
ください。

今月は﹁ごみの減量にご協力を！﹂の
第₃弾（最終回）です。

▶対象品目
　３０×１５㌢の回収ボックス投入口に入る家電製品
　※電池類は抜き取ってください。
　例：デジタルカメラ、ビデオカメラ、CD・MDプレーヤー、
　　　デジタルオーディオプレーヤー、ゲーム機、
　　　電子辞書、ICレコーダー、携帯電話など

※回収ボックスの投入口に入らない小型家電は今まで通り（金属・陶器）
の回収日に出せます。
※家電リサイクル法対象品目 (テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・
乾燥機 )は回収できません。
※携帯電話などは、個人情報を完全に消去してから投入してください。
携帯電話は専売店などでも回収しています。

part3ごみの減量にご協力を！
～さらに﹁金属・陶器﹂ごみを減らすには～

﹁小型家電のリサイクル﹂平成２６年１月から拠点回収が始まります

12月は地球温暖化防止月間です

⇨環境政策課（ ７７５－６９２５ ・ ７７５－９９２７）

﹁地球にやさしい
 省エネ・エコライフ﹂の実践を

回収ボックスの
イメージ

　家庭から排出されるCO２（二酸化炭素）の割合は、
給湯や冷暖房、電力（照明・家電製品など）、自家用
乗用車からの排出量が多くを占めています。暖房器
具を使用する冬場は特に多くなります。
　私たちの生活の中から余分なエネルギー消費を抑

え、効率のよい生活﹁エコライフ﹂を送ることで地球
温暖化の原因となるCO２を少なくすることができま
す。一人一人の取り組みで、美しい地球環境を未来
に残しましょう。

●﹁冬のエコライフＤＡＹ２０１３﹂を実施
　12月１日（日）～28日（土）の中の１日、エコライフ
を実践してCO２を減らしましょう。チェックシート（１
日版環境家計簿）により、CO２の削減量が分かります。
上尾市では統一実施日を12月15日（日）に設定します。
　エコライフＤＡＹは、県内の自治体と共同で実施
しており、回収・集計後、県全体のCO２削減量を
発表します。
　チェックシートと回収箱は、市役所１階総合案内、
各支所・出張所、各公民館に12月初旬に設置します。

※県ホームページ（ http://www.pref.saitama.
lg.jp/page/ecolifeday.html)からも参加できます。
　エコライフＤＡＹに参加を希望する自治会・企業・
団体などがありましたら環境政策課（市役所₄階）へ
問い合わせてください。

●ウオームビズの実施
　冬の節電と地球温暖化対策として、12月１日～
平成26年₃月３１日（月）に市の公共施設では、暖房
温度を１９度に設定し、過度な暖房に頼り過ぎず暖
かい服装で勤務するウオームビズを実施します。



﹃
祖そ

詠え
い

詩し

﹄
秋
山
美び
し
ゅ
ん春
さ
ん

　10月22日（火）～27日（日）に﹁市制施行55周年記念　第45回
記念上尾市美術展覧会（市展）﹂が上尾市コミュニティセンター
と市民ギャラリーで開催され、₆部門５６１点の力作が出品さ
れました。このうち市長賞を受賞した₆点を紹介します。

第４５回記念上尾市美術展覧会
市長賞受賞作品の紹介

書
市制施行５５周年記念

﹃
海
と
月
﹄
丸
山

弥
さ
ん

﹃
友
禅
壁
掛
文
様
花
﹄

　
笠
井
恵
さ
ん

日
本
画

工
芸

⇨生涯学習課（ ７７５－９４９６ ・ ７７６－２２５０）

﹃裏木曽・炭焼小屋﹄
横井謙

けん

佶
きち

さん
洋画

12

第
45
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
受
賞
者

自
治
振
興
課　

７
７
５
―４
５
３
９

　

７
７
５
―９
８
１
９

　
11
月
14
日
、
埼
玉
会
館
で
シ
ラ
コ
バ
ト

賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞

は
、
日
頃
身
近
な
所
で
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
に
着
実
な
実
践
活
動
を

続
け
て
い
る
個
人
と
団
体
に
対
し
、
そ
の

活
動
と
功
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
市
内
で
は
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

議
か
ら
推
薦
を
受
け
た
、
次
の
個
人
７
人

と
４
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

▼
授
賞
者

個
人
／
大
元
元
美（
市
青
少
年
育
成
連
合

会
）、
加
藤
久
雄（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
上
尾

第
２
団
）、
久
保
田
正
美（
市
食
生
活
改
善

推
進
員
協
議
会
）、
佐
々
木
吉
男（
上
尾
大

石
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、
市
毛

孝
雄（
市
上
平
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

会
議
）、
梅
川
広
子（
市
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
）、
村
山
克
利（
富
士
見
一
丁
目
町

内
会
）　

団
体
／
上
尾
市
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

ユ
ー
・
ア
イ
、
柳
通
り
北
区
町
内
会
、
畔

吉
源
太
万
作
踊
保
存
会
、
畔
吉
さ
さ
ら
獅

子
舞
保
存
会

﹃路地裏　ロック﹄ 友清和親さん写真

﹃
四
天
王
の
内
持
国
天
﹄

　
長
谷
川
肇た
だ

志し

さ
ん

立
体
造
形
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　昭和24年山梨県生まれ。元
ＮＨＫアナウンサー（現在はフリー
アナウンサー）。国立東京学芸
大学附属高校から東京大学に進
み、昭和48年 NHKに入局。平
成10年から東京放送センターア
ナウンス室。NHKテレビ番組﹃小
さな旅﹄などに出演中。

くにい・まさひこ
【プロフィル】

⇨市民活動支援センター（柏座１－１－１５　プラザ館₃階）
　（ ７７８－１８１０・ ７７８－１８２０ ・ s53500@city.ageo.lg.jp）

市制施行５５周年記念・地域デビュー支援事業

地域社会で
シニアライフを
楽しもう！

60
歳
以
上
の
国
民
年
金
任
意
加
入

保
険
年
金
課　

７
７
５
―５
１
３
７

　

７
７
５
―９
８
２
７

　
日
本
に
住
む
20
～
60
歳
未
満
の
人
は
全

て
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、
60
歳

以
上
の
人
も
希
望
す
る
と
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
任
意
加
入

▼
対
象　
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い

人
か
年
金
の
受
給
資
格
期
間（
25
年
以
上
）

が
不
足
し
て
い
る
60
～
65
歳
の
人

※
60
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
受
け
付
け

で
き
、
申
し
出
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
ま
た
は
厚

生
・
共
済
年
金
に
加
入
中
の
人
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

※
任
意
加
入
期
間
は
、
保
険
料
免
除
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
特
例
任
意
加
入

▼
対
象　
65
歳
ま
で
に
は
受
給
資
格
期
間

（
25
年
以
上
）を
満
た
せ
な
い
が
、
70
歳
ま

で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
る
人

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
だ
け
で
す
。

▼
期
間　
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
時
ま
で

【
①
②
共
通
】

▼
申
し
込
み　

年
金
手
帳（
本
人
・
配
偶

者
）、
預（
貯
）金
通
帳
、
通
帳
使
用
印
、

戸
籍
謄
本（
特
例
任
意
加
入
時
に
必
要
）、

共
済
組
合
加
入
期
間
確
認
通
知
書（
共
済

加
入
期
間
が
あ
る
人
）を
用
意
し
て
、
保

険
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
９
番

窓
口
）へ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
を
助
成

東
保
健
セ
ン
タ
ー　

７
７
４
―１
４
１
４

　

７
７
４
―８
１
８
８

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
任
意
の
予
防
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
た
上
で
接

種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
対
象
期
間　
平
成
26
年
３
月
31
日

（
月
）接
種
分
ま
で

▼
接
種
場
所　
市
内
実
施
医
療
機
関

※
詳
し
く
は﹃
平
成
25
年
度
上
尾
市
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
﹄ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　
上
尾
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
次
の
①
②
に
該
当
す
る
人

①
接
種
日
時
点
で
満
75
歳
以
上

②
過
去
５
年
以
内
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
行
っ
て
い
な
い

▼
自
己
負
担
額　

５
千
円（
接
種
費
用
８

千
円
の
う
ち
３
千
円
を
助
成
）

▼
接
種
回
数　
５
年
に
１
回

▼
持
ち
物　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証　
※
予
診
票
は
市
内
実
施
医
療
機
関
に

あ
り
ま
す
。

　ＮＨＫテレビ番組の﹃団塊スタイル﹄でおなじ
みの国井雅比古さんの講演と交流会を行いま
す。団塊の世代やこれから定年を迎えるシニア
世代の人が地域活動を始めるきっかけづくりの
ための支援イベントです。シニア世代の皆さん、
長年培った知識や技術を生かしてみませんか。
▶とき　平成26年₂月１日（土）午後１時30分～
午後₄時45分（１時開場）
▶ところ　東武バンケットホール上尾（ＪＲ上
尾駅東口アリコベールサロン館₄階）

▶内容　①国井雅比古さんの講演②市民活動団
体の紹介③交流会（国井さんも参加します）
▶対象　市内に在住か在勤の人
▶定員　100人（先着順）
▶参加費　５00円（軽食付き）
▶申し込み　住所、氏名、年齢、電話番号を
１２月₃日（火）から直接か電話、ファクスまたは
メールで市民活動支援センターへ
※駐車場がありませんので、公共の交通機関
を利用してください。
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保
留
地
公
売　
全
4
区
画

上
平
第
三
特
定
土
地　

７
７
６
―６
１
０
０

区
画
整
理
組
合　
　
　

７
７
６
―６
１
０
１

　
上
平
第
三
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
で

は
、
下
表
の
保
留
地
公
売
を
行
い
ま
す
。

　
保
留
地
公
売
案
内
書
は
、
区
画
整
理
課

（
市
役
所
５
階
）と
同
区
画
整
理
組
合
事
務

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
組
合

事
務
所
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
と
こ
ろ　
上
平
第
三
特
定
土
地
区
画
整

理
組
合
事
務
所（
南
７１
―１
）

▼
抽
選
申
し
込
み　
１２
月
２
日（
月
）午
前

１０
時
～
午
後
４
時（
先
着
順
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

﹁
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
グ
女
子
﹂上
尾
メ
デ
ィッ
ク
ス
戦

上
尾
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス　

７
７
３
―１
１
１
３

▼
と
き　
①
12
月
21
日（
土
）午
後
３
時
～

／
対
大
野
石
油
広
島
オ
イ
ラ
ー
ズ（
第
２

試
合
目
）　
②
12
月
22
日（
日
）午
後
２
時
～

／
対
柏
エ
ン
ゼ
ル
ク
ロ
ス（
第
２
試
合
目
）

【
両
日
共
通
】

▼
と
こ
ろ　
上
尾
市
民
体
育
館

▼
料
金　

一
般
／
２
千
円（
前
売
券
）、

２
、５
０
０
円（
当
日
券
）　

高
校
生
／

千
円（
前
売
券
）、
１
、５
０
０
円（
当
日

券
）　

小
・
中
学
生
／
５
０
０
円（
前
売

券
）、
千
円（
当
日
券
）

※
１
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
で
そ
の
日
に
行
わ
れ

る
全
２
試
合
を
観
戦
で
き
ま
す
。

▼
前
売
券
購
入
方
法　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
店
頭
・
電
話
）

※
詳
し
く
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w

w
.vleague.

or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　公共交通の指針となる﹁上尾市総合交通基本計画﹂
の策定作業を進めています。策定作業の一環で、バ
ス利用者の利便性の向上を目的に市内循環バス“ぐ
るっとくん”へバスロケーションシステムを導入する
社会実験を開始します。
▶内容　“ぐるっとくん”全路線のバス車両に位置情
報システムを搭載し、バス停までの到着予想時間が
調べられるサービスを提供する
▶期間　12月２０日（金）～平成26年₆月３０日（月）
▶利用方法　市ホームページから﹁ぐるっとくん﹂で
検索し、バスロケーション
システムを選択
※１２月２０日（金）から
利用できます。

　埼玉県では誰もが出歩きやすいまちづくりを進め
るため、物販店などの協力施設を﹁バスまちスポット﹂
﹁まち愛スポット﹂として登録する制度を行っていま
す。登録施設には、登録ステッカーの交付や施設名
とその取り組みを県ホームページなどで紹介します。
▶登録対象　商店、スーパーマーケット、コンビニ
エンスストア、飲食店、病院、金融機関など生活を
支援する施設
▶協力内容　バスまちスポット／バス停近くの施設
（バス停からおよそ50㍍以内）で、バス待ち利用歓迎
やバス時刻表の掲示など　まち愛スポット／バス停
徒歩圏の施設（バス停からおよそ５００㍍圏内）で、ベン
チや椅子の提供など
▶申し込み　申請書（市民安全課〈市役所４階〉にあ
る。市ホームページからダウンロード可）に必要事項
を記入し、直接市民安全課へ

⇨市民安全課（ 775－５１３８ ・ 77５－９９２７） ⇨市民安全課（ 775－５１３８ ・ 77５－９９２７）

の社会実験

市内循環バス

上尾警察署

上尾税務署

上平公民館

上平小

芝川小

ショッピング
センター

北上尾駅

埼玉県食品
流通センター

久保

国
道
17号
線

旧
中
山
道

←桶川

←
桶
川

大
宮
→

JR高崎線

県道
上尾
・久
喜線

上平公園

保留地
①～④ 上尾

税務署

上平小

県道
上尾
・久
喜線

上平公民館

拡大図

上平第三特定土地
区画整理組合事務所

協力施設の募集
﹁バスまちスポット﹂

﹁まち愛スポット﹂バスロケーションシステム

№ 面　積
（平方㍍）

単　価
（円／平方㍍）

総　額
（円）

① １３８．５２ １２0,000 １６，６２２，４００

② １５４．７２ １０5,000 １６，２４５，６００

③ １９０．３２ １３5,000 ２５，６９３，２００

④ １１７．４１ 10８，０００ １２，６８0,２８０

※市ホームページにも詳細を掲載
しています。

保留地公売一覧表
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▼
と
き　
①
12
月
21
日（
土
）午
後
３
時
～

／
対
大
野
石
油
広
島
オ
イ
ラ
ー
ズ（
第
２

試
合
目
）　
②
12
月
22
日（
日
）午
後
２
時
～

／
対
柏
エ
ン
ゼ
ル
ク
ロ
ス（
第
２
試
合
目
）

【
両
日
共
通
】

▼
と
こ
ろ　
上
尾
市
民
体
育
館

▼
料
金　

一
般
／
２
千
円（
前
売
券
）、

２
、５
０
０
円（
当
日
券
）　

高
校
生
／

千
円（
前
売
券
）、
１
、５
０
０
円（
当
日

券
）　

小
・
中
学
生
／
５
０
０
円（
前
売

券
）、
千
円（
当
日
券
）

※
１
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
で
そ
の
日
に
行
わ
れ

る
全
２
試
合
を
観
戦
で
き
ま
す
。

▼
前
売
券
購
入
方
法　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
店
頭
・
電
話
）

※
詳
し
く
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w

w
.vleague.

or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⇨消防本部総務課（ ７７５－１５００ ・ ７７５－２２３０）

消防団永年勤続と消防功労者が受賞

■消防団勤続２０年で₄家族が受章
　11月15日、第65回埼玉県消防協会定例表彰式が
熊谷市の﹁さくらめいと﹂で行われ、永年勤続20年
消防団員家族顕彰は当市から₄家族が受章しまし
た（敬称略。氏名の後の数字は第１～₈分団を表す）。
家族顕彰／新道英樹・里美③、市川祐幸・紀子⑥、
浦田克浩・愛美⑦、駒﨑博士・美佳⑦
■消防功労者62人が受章
　10月20日、埼玉県消防協会の表彰式が消防本部
で行われ、市内で消防活動に功労のあった次の62
人（団体含む）が表彰されました（敬称略。氏名の
後の数字は第１～₈分団を表す）。
●県消防協会表彰
特別功労章／小川修弘①、岡田祐明④　一等功労
章／岡野順好①、岡野浩幸③、井上卓也③、吉岡
雅行③、渡辺広一③　二等功労章／石川勝②、浅
野利和⑦、藤倉英男⑧　三等功労章／飯野紀彰③、
小野寺圭介③、奥山雅也③、宇塚芳仁④、和久津

健一⑤、髙橋文一⑥　機関技能章／小川寿誉①、
勝野功②、幸形温③、小林誠市④、波多野和茂⑤、
田中輝夫⑦　勤続章／小川修弘①、加藤正高⑧　
防災団体表彰／パストーン浅間台自衛消防隊　消
防功労章／小林守利
●県消防協会上尾支部表彰
特別功労章／新井圭介①、寺坂清①、西森信介②、
古島昭②、山田孝④、市ノ川利貴⑤、櫻井裕⑧　
一等功労章／城座和隆①、野本孝一②、矢上光男
②、和田康弘⑥　二等功労章／勝野功②、岡田和
久②、村松義和④、湯本訓啓⑤、鈴木晃一⑤　三
等功労章／宮倉佑太③、横田哲也⑦、加藤進⑦、
乾利有⑧　精勤章／片柳淳①、岡田和久②、小野
寺圭介③、山田孝④、三ツ木洋平⑦　勤続章／小
島徳①、木村満②、斉藤真一郎②、奥山雅也③、
本田晃之④、内田高幸④　優良団員特別表彰／田
中誠②、羽石靖⑤、深山純⑤、榎本雅士⑥、坂井
孝⑧

路
上
喫
煙
の
防
止
に
ご
協
力
を

生
活
環
境
課　

７
７
５
―６
９
４
０

　

７
７
５
―９
９
２
７

　
﹁
上
尾
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る

条
例
﹂に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
・
北
上
尾

駅
周
辺
は
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
禁
止
区
域
内
の
路
上（
道
路
、

公
園
、
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
場
所

な
ど
）で
は
終
日
禁
煙
で
す
。

　
路
上
喫
煙
は
、
人
混
み
な
ど
で
他
人
に

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
危
険

な
行
為
で
す
。
ま
た
他
人
に
受
動
喫
煙
を

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
路
上
喫
煙
防
止
啓
発
パ
ト
ロ
ー
ル
員
が

巡
回
し
て
、
禁
止
区
域
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

自
治
振
興
課　

７
７
５
―４
５
３
９

　

７
７
５
―９
８
１
９

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
全
般
に
対
す
る

意
識
や
要
望
な
ど
を
伺
い
、
市
の
現
状
や

課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
施
策
決
定
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
実
施
期
間　
12
月
２
日（
月
）～
19
日（
木
）

▼
調
査
対
象　
市
内
に
在
住
の
満
18
歳
以

上
の
男
女
３
千
人
を
無
作
為
抽
出

⇨秘書室（ ７７５－３８４９ ・ ７７５－９８６１）

おめでとうございます

平
成
２５
年
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章

　
熊
谷　
　
昇（
地
方
自
治
功
労
）

　
松
本　
悦
子（
社
会
福
祉
功
労
）

　
山
﨑　
守
恒（
薬
事
功
労
）

瑞
宝
小
綬
章

　
齊
藤　
　
誠（
地
方
自
治
功
労
）

　
園
部　
宏
明（
防
衛
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

　
井
坂　
英
美（
鉄
道
業
務
功
労
）

第
２１
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　
小
野
里　
勝（
警
察
功
労
）

　
木
村　
　
進（
警
察
功
労
）

　
杉
崎　
倫
男（
消
防
功
労
）

　
高
村
多
嘉
藏（
防
衛
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

　
江
上　
榮
一（
警
察
功
労
）

　
須
田　
　
武（
警
察
功
労
）

　
舘
野　
秀
雄（
消
防
功
労
）

　
平
原　
　
訓（
警
察
功
労
）

　
平
成
25
年
秋
の
叙
勲
、
第
21
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
市
内
の
受
章

者
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。


